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➣中華民族の科学の発展にご尽力いただいた英雄たち
に、本書を捧ぐ！ 

✧「中国科学史」の正式名称は「中国自然科学史」であり、中国人が自然界の事物を認識し
てきた歴史である。技術、社会科学に触れない。本書は中国古代科学発展の歴史を紐
解き、中国の先人たちが世界を認識してきた険しい道のりを辿ってみたいのである。 

✧本書の目的は中国古代の科学の発展過程を記述するところにある。内容は多少、哲学と
重なるところがある。神学の問題を取り扱わない。 

✧「中国古代に科学がなかった」という言い方にただ反論するために、『中国科学史』という
本は書くに値する。 
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